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徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
三
十
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
三
項
」
に
、「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条

の
四
第
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
附

則
第
十
一
条
の
四
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
十
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
項
第
一
号
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
第
三
項
」
を
「
附
則
第
十

二
条
の
二
の
十
第
二
項
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
二
十
四
項
中
「（
自
家
用
の
乗
用
車
及
び
自
家
用
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
を
除
く
。）」
及
び
「
、
当
該
自
動
車
が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
」
を
削
り
、「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
令
和
五
年
度
分
」

を
「
、
当
該
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
」
に
、「
附
則
第
二
十
一
項
」
を
「
次
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
三
十
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」
を
「
法
附

則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
に
、「
又
は
」
を
「
又
は
同
号
に
規
定
す
る
」
に
、「
に
適
合
し
」
を
「（
以
下
「
平
成

二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」
と
い
う
。）
に
適
合
し
」
に
、「
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」

を
「
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。）」
に
、「
平
成
十
七
年
ガ

ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
同
号
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。）」
に
、「
法
附
則
第
十
二
条
の
三

第
五
項
第
四
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
か
つ
」
を
「
か
つ
同
号
に
規
定
す
る
」
に
、「
以
上
の
」
を
「（
以
下
「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）
以
上
の
」
に
改
め
、

第
八
十
二
号

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
七
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
八
十
二
号

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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同
項
第
五
号
中
「
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
「
平
成
三
十
年
石
油

ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。）」
に
、「
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
同
号
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
「
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽

中
量
車
基
準
」
と
い
う
。）」
に
、「
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
五
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
う
ち
、」
を
「
う
ち
、
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
規

定
す
る
」
に
、「
又
は
」
を
「（
以
下
「
平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。）
又
は
同
号
に
規
定
す
る
」
に
、「
に
適
合
す
る
」
を
「（
以
下
「
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基

準
」
と
い
う
。）
に
適
合
す
る
」
に
、「
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
六
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

二
千
円

八
千
五
百
円

二
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
千
五
百
円

一
万
三
千
八
百
円

三
千
五
百
円

一
万
五
千
七
百
円

四
千
円

一
万
七
千
九
百
円

四
千
五
百
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

六
千
円

二
万
七
千
二
百
円

七
千
円

四
万
七
百
円

一
万
五
百
円

第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
五
千
円

六
千
五
百
円

三
万
五
百
円

八
千
円

三
万
六
千
円

九
千
円

四
万
三
千
五
百
円

一
万
千
円

五
万
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
五
千
五
百
円

一
万
九
千
円

八
万
七
千
円

二
万
二
千
円
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十
一
万
円

二
万
七
千
五
百
円

第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

二
千
円

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
五
千
円

四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
二
千
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

二
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

一
万
六
千
円

四
千
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
万
円

七
千
五
百
円

三
万
五
千
円

九
千
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
一
項
第
二
号
ハ
�1

七
千
五
百
円

二
千
円

一
万
五
千
百
円

四
千
円

第
一
項
第
二
号
ハ
�2

一
万
二
百
円

三
千
円

二
万
六
百
円

五
千
五
百
円

第
一
項
第
三
号
イ
�1

一
万
二
千
円

三
千
円
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一
万
四
千
五
百
円

四
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
千
五
百
円

二
万
円

五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

七
千
五
百
円

第
一
項
第
三
号
イ
�2

二
万
六
千
五
百
円

七
千
円

三
万
二
千
円

八
千
円

三
万
八
千
円

九
千
五
百
円

四
万
四
千
円

一
万
千
円

五
万
五
百
円

一
万
三
千
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
四
千
円

一
万
六
千
円

第
一
項
第
三
号
ロ

三
万
三
千
円

八
千
五
百
円

四
万
千
円

一
万
五
百
円

四
万
九
千
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

八
万
三
千
円

二
万
千
円

第
一
項
第
四
号

四
千
五
百
円

千
五
百
円

六
千
円

千
五
百
円

第
一
項
第
五
号
イ
�1

六
千
五
百
円

二
千
円

九
千
円

二
千
五
百
円

初
校

4

令
和

5年
2月

議
案

及
び

議
案

説
明

書
（

そ
の

4）



一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
五
千
円

四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
二
千
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

第
一
項
第
五
号
イ
�3

一
万
三
千
九
百
円

三
千
五
百
円

第
一
項
第
五
号
ロ
�1

二
万
円

五
千
円

二
万
四
千
四
百
円

六
千
五
百
円

二
万
八
千
八
百
円

七
千
五
百
円

三
万
四
千
八
百
円

九
千
円

四
万
円

一
万
円

四
万
五
千
六
百
円

一
万
千
五
百
円

五
万
二
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

六
万
四
百
円

一
万
五
千
五
百
円

六
万
九
千
六
百
円

一
万
七
千
五
百
円

八
万
八
千
円

二
万
二
千
円

第
一
項
第
五
号
ロ
�2

八
千
円

二
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

一
万
六
千
円

四
千
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
万
円

七
千
五
百
円
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三
万
五
千
円

九
千
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

二
万
八
千
三
百
円

七
千
五
百
円

第
一
項
第
五
号
ハ

四
千
五
百
円

千
五
百
円

六
千
円

千
五
百
円

第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

千
三
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

八
千
円

二
千
円

第
四
項
第
一
号

七
千
五
百
円

二
千
円

二
万
五
千
円

六
千
五
百
円

第
四
項
第
二
号

六
千
五
百
円

二
千
円

八
千
円

二
千
円

第
四
項
第
三
号

一
万
二
百
円

三
千
円

一
万
三
千
二
百
円

三
千
三
百
円

第
四
項
第
四
号

二
万
円

五
千
円

附
則
中
第
二
十
四
項
を
第
二
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
五
項
中
「
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
四
号
イ
」
に
改
め
、「
、
当
該
営
業
用
の
乗
用
車
が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
」
を
削
り
、「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
」
に
、「
令
和
五
年
度
分
」
を
「
、
当
該
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
」
に
、「
附
則
第
二
十
二
項
」
を
「
次
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
六
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
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二
条
の
三
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
六
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
一
号
イ

七
千
五
百
円

四
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

九
千
五
百
円

五
千
円

一
万
三
千
八
百
円

七
千
円

一
万
五
千
七
百
円

八
千
円

一
万
七
千
九
百
円

九
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
二
百
円

一
万
四
千
円

四
万
七
百
円

二
万
五
百
円

第
四
号
イ

四
千
五
百
円

二
千
五
百
円

附
則
中
第
二
十
五
項
を
第
二
十
二
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
六
項
中
「
地
方
税
法
（
」
を
「
法
（
」
に
、「
平
成
二
十
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
「
平
成
二
十
八
年
改
正
前
の
法
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
三
項
と
す
る
。

附
則
中
第
二
十
七
項
を
第
二
十
四
項
と
し
、
第
二
十
八
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
三
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
を
第
三
十
項
と
し
、
同
項
の
前

に
見
出
し
と
し
て
「（
個
人
の
均
等
割
の
税
率
の
特
例
）」
を
付
し
、
第
三
十
四
項
を
第
三
十
一
項
と
し
、
第
三
十
五
項
か
ら
第
三
十
七
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
八
項
の
前

の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
を
第
三
十
五
項
と
し
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「（
旧
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
か
ら
移
行
し
た
法
人
等
に
係
る
法
人
の
県
民
税
の
特
例
）」
を
付
し
、
第
三

十
九
項
を
第
三
十
六
項
と
し
、
第
四
十
項
か
ら
第
四
十
二
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2

改
正
後
の
第
二
十
条
の
三
十
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
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て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
自
動
車
税
の
種
別
割
に
関
す
る
経
過
措
置
）

3

改
正
後
の
徳
島
県
税
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
の
種
別
割
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
五
年
度
以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
四
年
度
分
ま
で
の
自
動

車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

提
案
理
由

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
自
動
車
に
係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
程
度
に
応
じ
た
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
措
置
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
、
附
則
第
七
項
」
を
「
か
ら
第
八
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
附
則
第
六
項
」
を
「
附
則
第
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
項
を
附
則
第
八
項
と
す
る
。

附
則
第
六
項
の
表
前
項
の
項
の
項
名
を
「
附
則
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

前
項

別
表
第
一
の
第
二
の
三
の
1
の
㈡
及
び
別
表
第
二
の
一
の
5
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者

看
護
師
等

附
則
第
六
項
を
附
則
第
七
項
と
し
、
附
則
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

6

別
表
第
一
の
第
二
の
三
の
1
の
㈡
及
び
別
表
第
二
の
一
の
5
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
一
人
に
限
っ
て
、
当

該
認
定
こ
ど
も
園
に
勤
務
す
る
保
健
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。）
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
満
一
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
が
四

人
未
満
で
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
看
護
師
等
を
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
看
護
師
等
が
保
育
を
行
う
に
当
た
っ
て
当
該
認
定
こ
ど

も
園
の
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
三
号

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
七
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
八
十
三
号

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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別
表
第
一
の
第
二
の
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

3

管
理
運
営
等

㈠

通
園
、
園
外
に
お
け
る
学
習
の
た
め
の
移
動
そ
の
他
の
子
ど
も
の
移
動
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、
点
呼
そ
の
他
の
子
ど

も
の
所
在
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
子
ど
も
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
。

㈡

通
園
を
目
的
と
し
た
自
動
車
（
運
転
者
席
及
び
こ
れ
と
並
列
の
座
席
並
び
に
こ
れ
ら
よ
り
一
つ
後
方
に
備
え
ら
れ
た
前
向
き
の
座
席
以
外
の
座
席
を
有
し
な
い
も
の
そ
の
他

利
用
の
態
様
を
勘
案
し
て
こ
れ
と
同
程
度
に
子
ど
も
の
見
落
と
し
の
お
そ
れ
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）
を
運
行
す
る
と
き
は
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
そ
の

他
の
車
内
の
子
ど
も
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
を
備
え
、
こ
れ
を
用
い
て
㈠
の
規
定
に
よ
る
所
在
の
確
認
（
子
ど
も
の
降
車
の
際
に
限
る
。）
を
行
う
こ
と
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
別
表
第
一
の
第
二
の
三
の
3
の
㈡
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
㈡
中
「
行
う
こ
と
」
と
あ
る
の
は
、

「
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
自
動
車
に
当
該
装
置
を
備
え
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
装
置
の
設
置
及
び
使
用
に
代
わ
る
措
置
を
講
じ
て
当
該
所
在
の
確

認
を
行
う
こ
と
」
と
す
る
。

提
案
理
由

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
地
方
裁
量
型
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
、
通
園
を
目
的
と
し
て
運
行
す
る
自
動
車
に

車
内
の
子
ど
も
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
を
備
え
、
こ
れ
を
用
い
て
降
車
時
に
子
ど
も
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
等
を
追
加
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出

す
る
理
由
で
あ
る
。
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知
事
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例

知
事
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
元
年
五
月
十
八
日
に
お
い
て
知
事
で
あ
っ
た
者
に
は
、
同
日

を
含
む
任
期
に
係
る
退
職
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
疲
弊
し
た
県
内
の
経
済
状
況
に
鑑
み
、
県
民
に
寄
り
添
う
た
め
、
現
在
の
任
期
に
係
る
知
事
の
退
職
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

第
八
十
四
号

知
事
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

知
事
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
七
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

第
八
十
四
号

知
事
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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